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議　会　報　告
第1回町議会定例会は3月12日招
集され、条例の改正案、予算案等
を審議し、いずれも原案のとおり
可決しました。主なものは次のと
おりです。

令和6年　　令和6年　　
第1回町議会定例会第1回町議会定例会
令和6年　　
第1回町議会定例会

◆
利
尻
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関

連
す
る
条
項
に
つ
い
て
用
語
を
整

備
す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

本
条
例
は
、
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
連

す
る
規
定
を
整
備
す
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
労
働
安
全
衛
生
法

及
び
利
尻
町
職
員
衛
生
管
理
規
則

の
規
定
に
基
づ
き
、
本
町
に
産
業

【
条
例
改
正
】
医
を
選
任
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の

報
酬
を
規
定
す
る
た
め
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
第
2
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
地
方
自
治
法
の
改

正
及
び
総
務
省
の
助
言
の
変
更
に

よ
り
、
令
和
6
年
度
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
に
つ
い
て
も
勤
勉
手

当
が
支
給
で
き
る
こ
と
と
な
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
規

定
を
整
備
す
る
た
め
に
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
適
用
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
二
十
四
条
の
地
方
税
の
課

税
免
除
又
は
不
均
一
課
税
に
伴
う

措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
等
を
定

め
る
省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除
の
対
象
者

で
あ
る
特
別
償
却
設
備
設
置
者
と

な
る
た
め
の
取
得
等
の
期
限
が
、

令
和
9
年
3
月
31
日
ま
で
延
長
さ

れ
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
運

営
規
定
を
提
示
す
る
方
法
の
追
加

及
び
書
面
の
交
付
方
法
に
つ
い
て

な
ど
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

◆
利
尻
町
立
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
町
内
の
保
育
所
の

入
所
児
童
に
係
る
副
食
費
に
つ
い

て
、
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
令

和
6
年
3
月
31
日
ま
で
の
期
間
で

無
償
と
し
て
い
た
も
の
を
、
1
年

間
延
長
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
利
尻
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
3
年
を
1
期
と
す
る

第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
本

年
度
で
終
了
し
、
第
9
期
介
護
保

険
事
業
計
画
が
始
ま
る
こ
と
に
伴

い
、
利
尻
町
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、

保
険
料
率
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
根
拠
法
令
で
あ
る
政
令

等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
第
9
期

介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
の
第
1

号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
多
段
階

化
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
3
年
ご
と
の
介
護

報
酬
の
改
定
や
、
身
体
的
拘
束
等

の
適
正
化
、
協
力
医
療
機
関
と
の

連
携
に
関
す
る
こ
と
を
位
置
づ
け

す
る
た
め
な
ど
の
関
係
省
令
の
改

正
に
合
わ
せ
て
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
ほ
か
、
関
連
す
る
条

例
に
つ
い
て
も
一
括
し
て
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
令
和
6
年
4
月
1

日
よ
り
、
水
道
整
備
・
管
理
行
政
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○
特
別
会
計
操
出
金

　
　
　
　
　
　
　

6
9
9
5
万
円

◆
令
和
5
年
度
利
尻
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
6
6
1
万
9
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
3
億
1
3
7
9
万
5
千
円
に
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
一
般
管
理
費　
　

1
万
1
千
円

○
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費　

　
　
　
　
　
　
　
　

5
0
0
万
円

○
利
尻
島
国
保
病
院
組
合
補
助
金

　
　
　
　
　
　

1
6
0
万
8
千
円

◆
令
和
5
年
度
利
尻
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
1
0
7
3
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
5
4
4
5
万
1
千
円
に
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
一
般
管
理
費　
　
　
　

77
万
円

に
関
し
て
、
所
管
省
庁
が
厚
生
労

働
省
か
ら
国
土
交
通
省
に
移
管
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
関
連
す
る
条
項

に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
5
年
度
利
尻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
7
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
2
億
2
2
6
0
万
2
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
44
億
8
7
6
8
万

1
千
円
に
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　

△
5
0
0
0
万
円

○
利
尻
町
輸
送
経
費
支
援
事
業

　
　
　
　

△
1
5
1
6
万
8
千
円

○
沓
形
港
整
備
事
業

　
　
　
　

△
4
7
0
0
万
9
千
円

○
沓
形
小
学
校
改
築
事
業

　
　

△
1
億
5
5
7
8
万
6
千
円

○
医
療
技
術
者
等
修
学
資
金
貸
付

　

事
業　
　
　
　
　

4
8
0
万
円

○
地
域
の
脱
炭
素
化
ビ
ジ
ネ
ス
促

　

進
事
業　

1
8
5
5
万
7
千
円

○
離
島
住
民
航
空
運
賃
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　

7
6
7
万
7
千
円

【
補
正
予
算
】

○
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

　

付
金　
　
　

9
2
8
万
3
千
円

○
保
険
料
還
付
金　
　
　

2
万
円

○
一
般
会
計
操
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　

65
万
7
千
円

◆
令
和
5
年
度
利
尻
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
5
3
3
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

2
億
8
5
3
9
万
2
千
円
に
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
介
護
保
険
事
業
勘
定

○
介
護
給
付
費　
　

5
0
0
万
円

○
任
意
事
業
費　
　
　
　

33
万
円

◆
令
和
5
年
度
利
尻
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
3
0
0
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
1
億
2
8
6
6
万
1
千
円
に
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
施
設
管
理
費　

△
3
0
0
万
円

◆
令
和
5
年
度
利
尻
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
3
6
4
0
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
2
億
7
0
5
万
9
千
円
に
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
建
設
改
良
費

　
　
　
　
　
　

△
3
6
4
0
万
円

◆
令
和
5
年
度
利
尻
町
漁
業
集
落

排
水
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
85
万
9
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

1
億
8
1
9
9
万
2
千
円
に
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
施
設
管
理
費　
　

85
万
9
千
円

◆
令
和
5
年
度
利
尻
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
1
0
5
万
1
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
2
億
6
0
4
0
万
2
千
円

に
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
一
般
管
理
費

　
　
　
　
　
　

1
1
0
万
1
千
円

○
財
産
管
理
費　
　
　
　

5
万
円

○
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

79
万
8
千
円

○
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

△
3
0
0
万
円

◆
令
和
5
年
度
利
尻
町
宿
泊
施
設

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
5
8
7
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
2
億
5
8
3
1
万
6
千
円
に
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
施
設
経
営
費　

△
5
8
7
万
円
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令和６年度の一般会計予算は、第１回町議会定例会において一般会計予算審査特別委員
会（委員長：佐藤和久）が設置され、これに付託、審査されました。
同委員会の審査は、3月12日から3月13日までの実質2日間にわたり、慎重に審議され、
3月13日本会議において上程され、一般会計他10会計が原案のとおり可決されました。

令和6年度
　　一般会計他10会計予算は
　73億8,842万円で
　　　　　　　　 原案のとおり可決

令和6年度
　　一般会計他10会計予算は
　73億8,842万円で
　　　　　　　　 原案のとおり可決

※各会計予算の詳細は広報りしり4月号をご覧ください。

【
事　

件　

案
】

【
専
決
処
分
】

◆
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
沓
形
小
学
校
改
築
工
事

（
建
築
主
体
））

○
契
約
金
額
の
変
更

【
変
更
前
】

　
　

14
億
1
0
3
7
万
6
千
円

【
変
更
後
】

　
　

14
億
2
0
9
0
万
3
千
円

◆
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
沓
形
小
学
校
改
築
工
事

（
電
気
設
備
））

○
契
約
金
額
の
変
更

【
変
更
前
】

　
　
　

1
億
7
5
2
7
万
4
千
円

【
変
更
後
】

　
　
　

1
億
8
3
0
6
万
2
千
円

◆
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
利
尻
町

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

　

本
条
例
は
、
戸
籍
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

戸
籍
謄
本
等
の
広
域
交
付
、
戸
籍

及
び
除
籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識

別
符
号
の
発
行
に
伴
う
手
数
料
を

【
人
事
案
件
】

【
発
議
案
件
】

追
加
す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

◆
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
5

年
度
利
尻
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
））

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
9
2
8

万
1
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
47
億
1
0
2
8
万

3
千
円
に
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
石
川
県
能
登
半
島
地
震
災
害
義

　

援
金　
　
　
　
　

3
0
0
万
円

○
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

6
2
8
万
1
千
円

◆
本
定
例
会
に
お
い
て
、
同
意
さ

れ
た
人
事
案
件
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
教
育
長
の
任
命

　
　
　
　

宮　

道　

信　

之　

氏

◆
利
尻
町
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
特
別

委
員
会
の
設
置

　

本
件
は
、
現
在
の
デ
ジ
タ
ル
社

会
に
対
応
し
た
議
会
運
営
の
さ
ら

【
意　

見　

書
】

な
る
効
率
化
と
、
議
会
活
動
及
び

議
員
活
動
の
一
層
の
充
実
に
よ
り
、

町
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、

議
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用

推
進
策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す

る
た
め
に
、
議
員
全
員
に
よ
る

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
特
別
委
員
会
」
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

◆
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
（
再

審
法
）
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　

冤
罪
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め

に
は
捜
査
機
関
の
手
元
に
あ
る
証

拠
を
利
用
で
き
る
な
ど
、
証
拠
開

示
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
刑
事
訴
訟
法
の

再
審
規
定
の
速
や
か
な
改
正
を
求

め
る
た
め
、
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
で
す
。

【
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣



松
村
議
員　

私
は
、
令
和
4
年
3

月
の
定
例
町
議
会
で
、「
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
利
用
者
の
支
援
に
つ
い
て
」

一
般
質
問
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
の
町
長
の
答
弁
で
は
、
町

長
の
選
挙
時
の
公
約
と
さ
れ
て
い

た
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
活
用
に
つ

い
て
」
と
同
様
の
考
え
で
あ
り
、

さ
ら
に
町
内
の
状
況
を
み
る
と
、

高
齢
者
の
交
通
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
も
あ
る
と
も
考
え
て
い
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
内

部
で
早
急
に
検
討
を
進
め
た
い
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
2
年
経
過
し
た
現
在
ま
で
、
ど

の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て
い
る
の

か
、
ま
た
検
討
し
た
結
果
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
町
長

に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー

利
用
者
の
支
援
に

対
す
る
検
討
状
況

に
つ
い
て

松村栄悦 議員

上
遠
野
町
長　

こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
令
和
4
年
3
月
の
定
例
町

議
会
で
の
一
般
質
問
に
答
え
る
形

で
答
弁
を
し
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、

タ
ク
シ
ー
利
用
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
沓
形
地
区
、
仙
法
志
地
区
に

よ
っ
て
も
利
用
状
況
や
距
離
と
料

金
の
違
い
な
ど
も
あ
り
、
単
に
料

金
を
補
助
す
る
と
い
う
形
で
は
解

決
で
き
な
い
こ
と
と
思
っ
て
お
り
、

利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
会
社
の
保
有

台
数
や
運
転
手
不
足
な
ど
の
状
況

か
ら
も
、
常
時
対
応
で
き
な
い
こ

と
や
、
季
節
に
よ
っ
て
は
観
光
時

一　
　

般　
　

質　
　

問

期
と
重
な
っ
た
と
き
な
ど
は
、
す

ぐ
に
対
応
で
き
な
い
と
の
話
も
聞

い
て
お
り
ま
す
。

　

内
部
の
検
討
に
お
き
ま
し
て
も
、

第
9
期
介
護
保
険
計
画
策
定
の
た

め
の
基
礎
調
査
で
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
対
象
に
「
介
護
予
防
や

日
常
生
活
圏
域
で
の
ニ
ー
ズ
調
査
」

を
行
っ
た
結
果
、
約
75
パ
ー
セ
ン

ト
の
方
か
ら
回
答
を
得
て
ま
す
が
、

調
査
項
目
の
中
に
、
外
出
す
る
際

の
移
動
手
段
を
尋
ね
る
質
問
を
入

れ
て
あ
り
ま
す
。
回
答
内
容
を
み

た
と
こ
ろ
、
徒
歩
、
自
動
車
、
バ

イ
ク
、
車
で
の
外
出
が
約
半
数
、

そ
の
他
知
人
の
車
に
乗
せ
て
も
ら

う
が
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
、
路
線
バ

ス
の
利
用
が
約
13
パ
ー
セ
ン
ト
、

タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
約
14
パ
ー
セ

ン
ト
、
残
り
は
他
の
方
法
に
頼
っ

て
い
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
他
の
自
治
体
で
の
実
施
状

況
な
ど
を
参
考
に
し
て
内
部
で
検

討
し
て
お
り
ま
す
が
、
ど
れ
を
と

っ
て
も
一
長
一
短
と
い
う
状
況
で

あ
り
、
す
ぐ
に
当
町
で
実
践
す
る

に
は
再
考
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
状
況
が
主
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
現
在
、
全
国

の
自
治
体
で
は
、
過
疎
地
域
に
お

け
る
住
民
の
移
動
手
段
と
し
て
の

公
共
交
通
に
課
題
を
抱
え
て
い
る

自
治
体
が
多
数
あ
り
、
現
在
国
で

進
め
て
い
る「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」を
、

自
治
体
に
よ
る
運
用
に
向
け
た
動

き
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
は
、
実
施

ま
で
に
は
地
元
の
タ
ク
シ
ー
会
社

や
運
送
業
を
営
ん
で
い
る
会
社
と

の
調
整
も
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
う
い
う
取
り
組
み
が
進
ん
で
き

ま
す
と
、
当
地
域
の
高
齢
者
向
け

に
も
活
用
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
交
通
事
情
を
考
え
る
と
、

生
活
路
線
バ
ス
な
ど
の
全
体
の
交

通
網
を
考
え
な
が
ら
、
部
分
的
に

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
の
よ
う
な
交

通
体
系
と
の
併
用
を
考
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
け
れ
ば
、
当
町
の
よ

う
な
地
域
で
は
有
効
で
は
な
い
の

か
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
時
代
と
共

に
急
速
に
変
化
し
て
い
く
様
々
な

制
度
や
仕
組
み
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
と
内
容
を
把
握
し
な
が
ら
、

内
部
で
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

松
村
議
員　

町
長
の
今
の
答
弁
で
、

2
年
経
っ
た
現
在
で
も
ま
だ
考
え

る
必
要
性
が
あ
る
と
か
、
こ
れ
か

ら
さ
ら
に
内
部
で
検
討
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
2
年
、
私

は
ず
っ
と
答
え
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。
今
ま
で
ど
う
な
る
の
か
待
っ

て
い
た
高
齢
者
の
方
も
多
々
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
2
年
の
間
、

何
を
や
っ
て
い
た
の
か
非
常
に
疑

問
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
長
の
公
約
で
も
あ
り
ま
す
し
、

高
齢
者
の
方
も
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

年
齢
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
そ
う

い
う
状
況
の
中
で
、
方
向
性
が
示

さ
れ
る
ま
で
に
さ
ら
に
何
年
か
か

る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ま
た

内
部
で
検
討
す
る
と
い
う
話
し
は
、

と
て
も
理
解
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

2
年
前
の
質
問
で
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
町
長
自
身
が
述
べ
て

い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
対

し
て
、
ま
た
さ
ら
に
内
部
で
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
内

部
で
検
討
し
た
の
か
、
も
う
少
し

具
体
的
に
説
明
願
い
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

内
部
で
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
検
討
し
た
の
か
と
い
う

上遠野浩志 町長

5



こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
も

申
し
ま
し
た
が
、
他
の
自
治
体
で

実
施
し
て
い
る
事
例
を
内
部
で
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活

用
し
て
、
タ
ク
シ
ー
と
併
用
し
て

行
う
方
法
や
、
路
線
バ
ス
を
利
用

し
な
が
ら
、
次
の
地
区
に
入
っ
た

ら
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
方
法
な

ど
、
色
々
と
や
っ
て
い
る
自
治
体

が
あ
り
ま
す
が
、
一
長
一
短
が
あ

り
ま
し
て
、
実
施
し
た
が
そ
の
後

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う

自
治
体
も
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
先
進
地
の
視
察
等
も

含
め
な
が
ら
、
早
期
に
ど
う
い
う

形
で
実
施
で
き
る
の
か
検
討
を
進

め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
た
2
年
も
3
年
も

か
か
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
う
い
う
考
え
は
な
く
、
で
き
れ

ば
今
年
度
中
に
町
と
し
て
の
基
本

的
な
考
え
方
を
出
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
お
り
ま
す
。
も
う

少
し
時
間
を
貸
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

松
村
議
員　

前
回
、
町
長
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
こ
と
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、
具
体

的
な
話
し
を
し
て
い
た
と
思
う
の

で
す
が
、
先
ほ
ど
の
話
し
の
中
で

は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
何
も
話
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
検
討
し
た
結

果
、
そ
う
い
う
も
の
は
難
し
い
の

か
な
と
い
う
よ
う
に
判
断
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
た
だ
、
あ

れ
か
ら
2
年
経
っ
た
今
で
も
、
具

体
的
に
は
何
も
進
歩
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
町
長
の
答
弁
で
は
、
そ
の
後

の
具
体
的
な
方
向
性
が
全
く
見
え

ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
早
急
に
検

討
し
て
具
体
的
な
方
向
性
を
示
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
実
施
す
る
、

し
な
い
と
い
う
具
体
性
を
き
ち
ん

と
決
め
て
、早
急
に
町
民
の
方
に
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

た
だ
い
ま
の
ご
意

見
、
重
々
私
も
肝
に
銘
じ
て
や
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
何
と

か
活
用
で
き
な
い
か
と
い
う
話
は
、

教
育
委
員
会
と
も
検
討
し
て
い
ま

す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
使
う
た
め
に

は
、
文
科
省
と
の
協
議
も
あ
り
ま

す
の
で
、
簡
単
に
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
本
来
の
利
用
に
も
支

障
が
で
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、利
尻
町
と
し

て
こ
う
い
う
形
で
進
め
よ
う
と
い

う
結
論
ま
で
に
は
、
こ
れ
ま
で
に

な
か
な
か
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た

と
い
う
の
が
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
も
お
答
え
し
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
2
年
、
3
年
か
か
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
ど
う
い
う
形

で
進
め
る
の
が
い
い
の
か
、
色
々

と
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

早
期
に
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

遠
藤
議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
の
制

度
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
15
年
ほ
ど

経
過
し
て
お
り
、
こ
の
間
、
利
尻

町
に
対
し
て
多
く
の
方
々
か
ら
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
寄
付
を
さ
れ
る
方
に
対
し

て
魅
力
あ
る
取
り
組
み
を
す
す
め

る
こ
と
は
、
今
後
に
お
け
る
寄
付

額
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
現
状
の

運
営
体
制
を
見
直
し
、
さ
ら
に
強

化
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
お
考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

ふ
る
さ
と
納
税
制

度
は
、
地
方
と
大
都
市
の
税
収
格

差
を
是
正
し
、
地
方
自
治
体
の
振

興
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
20
年
度
に
寄

付
金
の
受
付
を
開
始
し
て
お
り
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
お
礼
の
品
と

し
て
、
地
元
の
事
業
者
の
協
力
を

得
て
、
ウ
ニ
や
昆
布
な
ど
の
地
場

産
品
を
調
達
し
、
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
掲
載
を
通
じ
て
、
町
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
、

納
税
額
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

平
成
20
年
度
は
30
件
、
約
3
0
0

万
円
に
も
満
た
な
か
っ
た
寄
付
件

数
は
、
平
成
28
年
度
に
は
4
千
件
、

約
9
千
万
円
を
超
え
る
規
模
に
増

加
し
、
令
和
3
年
度
に
は
過
去
最

高
の
2
万
5
千
件
、
約
5
億
6
千

万
円
を
超
え
る
ご
寄
付
を
い
た
だ

く
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
4
年
度

に
発
覚
し
た
協
力
事
業
者
に
よ
る

ウ
ニ
の
産
地
偽
装
事
件
に
よ
っ
て
、

町
の
信
用
と
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
信
用
を
損
な
う
結
果
と
な
り
、

寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
と

漁
業
関
係
者
、
町
民
の
皆
様
に
多

6
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大
の
ご
迷
惑
を
か
け
る
結
果
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
責
任
を
痛
感
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
後
の
反
省
会

で
遠
藤
議
員
さ
ん
か
ら
も
指
摘
を

受
け
、
体
系
の
整
備
を
行
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
方
策
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
運

営
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
、
大

半
の
業
務
を
都
市
部
の
中
間
業
者

に
委
託
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
委
託
業
務
を
細
分
化
し

て
、
町
内
の
組
織
や
団
体
、
そ
し

て
民
間
事
業
者
に
発
注
す
る
こ
と

で
業
務
の
内
製
化
を
図
り
、
運
営

体
制
の
強
化
・
安
定
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
内
の
組
織
や
団

体
、
事
業
者
の
育
成
も
図
り
な
が

ら
、
地
域
の
連
帯
感
や
経
済
循
環

も
高
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
の
足
が
か
り
に

な
る
こ
と
に
期
待
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

当
町
に
と
っ
て
は
厳
し
い
財
政
事

情
に
あ
り
な
が
ら
、
貴
重
な
財
源

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
納
税
者
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
寄
付
額
の
増

大
の
た
め
運
営
体
制
の
強
化
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

遠
藤
議
員　

先
ほ
ど
の
町
長
の
話

し
で
は
、
今
ま
で
の
中
間
業
者
で

は
な
く
、
新
し
く
町
を
主
体
と
し

た
組
織
の
中
で
取
り
組
む
と
い
う

こ
と
だ
と
理
解
し
た
が
、
そ
れ
で

よ
ろ
し
い
か
。

上
遠
野
町
長　

体
制
の
見
直
し
を

か
け
る
と
い
う
意
味
は
、
今
ま
で

の
大
元
と
な
る
中
間
業
者
は
整
理

し
て
、
町
を
主
体
と
し
た
運
営
に

見
直
し
を
し
て
ま
す
。
そ
の
他
に

も
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
業

者
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
全

部
や
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
中
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
協
力
し
て
い
た
だ
く
業

者
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
町
内
の
組
織
等
だ
け
で

は
処
理
し
き
れ
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
大

手
の
業
者
に
も
協
力
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
、
内
部
を
も
う
一
回
見

直
し
て
、
整
理
を
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

遠
藤
議
員　

本
当
に
あ
り
が
た
い

財
源
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら

も
是
非
と
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
た
だ
、
こ
れ

ら
の
事
務
は
総
務
課
が
担
当
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
人
員
が
十

分
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
思
っ
て

お
り
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

職
員
の
体
制
は
、

会
計
年
度
任
用
職
員
で
す
が
、
専

任
を
配
置
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

遠
藤
議
員　

利
尻
ふ
れ
あ
い
温
泉

は
、
近
隣
に
は
な
い
泉
質
の
天
然

温
泉
で
、
町
民
を
は
じ
め
、
観
光

で
訪
れ
る
方
の
憩
い
場
と
し
て
多

く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
供
用
を
開
始
し
て
以
来
、
良

質
な
泉
質
で
あ
る
反
面
、
設
備
の

維
持
管
理
に
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
様
々
な
手
法
で

対
策
を
講
じ
て
い
る
も
の
の
、
根

本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
今

後
こ
の
温
泉
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
町
長
の

お
考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

ホ
テ
ル
利
尻
に
併

設
し
て
い
る
「
利
尻
ふ
れ
あ
い
温

泉
」
は
、
平
成
17
年
よ
り
供
用
を

開
始
し
て
い
る
温
泉
施
設
で
、
こ

れ
ま
で
、
ホ
テ
ル
宿
泊
客
や
観
光

客
も
含
め
、
町
民
多
数
の
方
々
か

ら
愛
さ
れ
、
喜
ば
れ
て
い
る
施
設

だ
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
設
備
の
老
朽
化
や
特

質
す
る
泉
質
か
ら
、
維
持
管
理
に

大
変
苦
慮
し
て
い
る
現
状
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
温
泉
の
泉
質
に
よ
り
、
ス

ケ
ー
ル
等
の
付
着
に
よ
る
機
能
低

下
を
防
ぐ
た
め
、
還
元
井
戸
の
整

備
を
進
め
、
定
期
的
に
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
洗
浄
や
、
加
圧
に
よ
る
洗
浄

等
を
行
っ
て
対
応
し
て
き
ま
し
た

が
、
完
全
に
は
対
処
で
き
ず
、
何

度
と
な
く
還
元
井
戸
の
掘
削
に
よ

り
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
頃
に
は
、
常
時
稼
働

し
て
い
た
還
元
井
戸
が
機
能
停
止

状
態
に
な
り
、
予
備
井
戸
等
で
対

応
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
機

能
低
下
の
進
行
が
止
ま
ら
ず
、
平

成
26
年
度
に
は
還
元
井
戸
、
予
備

井
戸
の
掘
削
、
令
和
元
年
に
も
還

元
井
戸
の
増
設
や
圧
入
シ
ス
テ
ム

の
整
備
も
行
い
ま
し
た
が
、
抜
本

的
な
対
策
に
は
な
っ
て
な
い
状
況

に
あ
り
、
現
在
も
大
変
苦
慮
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
先
も
、
現
在
の
泉
質
の
ま

ま
安
定
し
た
温
泉
を
利
用
客
の
皆

様
に
提
供
す
る
と
す
れ
ば
、
設
備

の
改
修
と
排
水
方
法
の
検
討
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
含
め

て
、
専
門
家
に
よ
る
成
分
の
分
析

と
対
応
策
を
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
水
質
汚
染
防
止
法
や
公
衆

浴
場
法
な
ど
の
関
係
法
令
の
規
制

も
考
慮
し
な
が
ら
、
抜
本
的
な
整

備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
の
泉
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質
の
良
い
温
泉
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
分
析
、
調
査
も
含
め
て
、

慎
重
に
計
画
を
進
め
、
適
切
な
判

断
に
よ
り
最
善
の
方
策
を
さ
ぐ
り

な
が
ら
、
解
決
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

遠
藤
議
員　

こ
の
温
泉
の
維
持
費

を
10
年
く
ら
い
遡
っ
て
計
算
す
る

と
、
約
1
億
円
以
上
を
要
し
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
、
町
の
財
政
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

先
程
の
答
え
で
、
現
在
の
泉
質

の
良
い
温
泉
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
、
適
切
な
判
断
に
よ
り
方
策

を
探
る
と
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
先
も
ま
た

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昔
の
よ
う
な
ト
ロ
ン

温
泉
と
言
い
ま
す
か
、
沸
か
し
湯

に
戻
し
て
、
費
用
を
か
か
ら
な
く

す
る
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
は
い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

上
遠
野
町
長　

私
の
方
で
も
、
こ

れ
ま
で
も
色
々
検
討
し
て
ま
す
が
、

地
下
に
還
元
す
る
方
法
は
も
う
根

本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
方
法
と

し
て
、
排
水
を
海
に
流
す
方
法
と

下
水
道
に
流
し
て
い
く
方
法
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
下
水
道
に
流
す

と
温
泉
の
成
分
が
下
水
道
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
無
理
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
海
に
流
す
方
法
も
、

今
の
温
泉
成
分
の
ま
ま
直
接
流
す

こ
と
は
、
関
係
者
の
理
解
も
得
ら

れ
な
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
な

ら
ど
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
と
こ
ろ
を
、
専
門
家
を
交

え
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
の
泉
質
が
い
い
の

か
、
元
の
よ
う
に
沸
か
し
湯
だ
け

で
い
い
の
か
、
違
う
温
泉
井
戸
を

今
よ
り
も
深
く
掘
る
の
が
ど
う
な

の
か
と
い
う
部
分
を
調
査
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
含
め
な
が
ら
、
早
急
に

検
討
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

た
だ
、
現
状
で
も
温
泉
設
備
自

体
が
老
朽
化
で
支
障
を
き
た
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
に
せ
よ
、
す

べ
て
を
新
設
す
る
こ
と
も
検
討
す

る
よ
う
現
場
の
方
に
は
指
示
し
て

お
り
ま
す
。

　

町
民
や
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
ど
う
い
う
対

応
が
よ
い
の
か
早
急
に
結
論
を
出

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

遠
藤
議
員　

こ
れ
か
ら
先
も
費
用

を
か
け
て
還
元
井
戸
を
作
っ
て
も
、

ま
た
同
じ
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て

ま
す
。
新
た
な
温
泉
井
戸
を
も
っ

と
深
く
掘
っ
て
ど
う
い
う
泉
質
の

温
泉
が
出
て
く
る
の
か
、
そ
れ
は

分
か
り
ま
せ
ん
の
で
一
概
に
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
私
の
勝
手
な
考
え

で
す
が
、
沸
か
し
湯
が
い
い
の
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
調
査
結
果
を
確
認

し
な
い
と
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん

が
、
是
非
早
急
に
や
ら
な
い
と
施

設
が
機
能
し
な
く
な
っ
て
は
困
り

ま
す
。
是
非
と
も
早
く
解
決
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

非
常
に
経
費
も
か

か
る
こ
と
で
す
の
で
、
根
本
的
に

ど
う
い
う
形
で
や
っ
て
い
く
の
が

い
い
の
か
、
早
期
に
結
論
を
出
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
産
資
源
に
つ
い
て

中川原 潔 議員

中
川
原
議
員　

利
尻
町
の
水
産
資

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
養
殖
コ

ン
ブ
技
術
の
確
立
や
ウ
ニ
の
種
苗

生
産
育
成
な
ど
、
漁
業
関
係
者
に

よ
り
こ
れ
ま
で
創
意
と
工
夫
を
重

ね
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
、
敬

意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
一

次
産
業
の
発
展
と
い
う
の
は
、
過

去
も
現
在
も
未
来
も
、
利
尻
町
民

な
ら
ず
利
尻
島
に
住
む
我
々
の
希

望
で
あ
り
、
願
い
で
も
あ
り
ま
す

が
、
将
来
的
に
も
安
定
し
た
漁
業

活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
今

後
に
お
け
る
水
産
資
源
の
管
理
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

町
長
の
考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

上
遠
野
町
長　

一
次
産
業
で
あ
り

ま
す
水
産
業
が
、
将
来
的
に
も
安

定
し
た
発
展
を
望
む
思
い
は
私
も

同
感
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
水
産

資
源
の
管
理
に
つ
い
て
、
私
の
考

え
を
お
話
し
す
る
前
に
、
当
町
の

水
産
業
の
現
状
に
つ
い
て
若
干
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

利
尻
島
の
海
域
で
水
揚
げ
さ
れ

る
利
尻
昆
布
や
ウ
ニ
類
は
、
そ
の

品
質
の
高
さ
な
ど
か
ら
全
国
的
に

も
知
ら
れ
、
高
価
格
で
取
引
さ
れ

る
な
ど
、
水
産
ブ
ラ
ン
ド
化
が
確

立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
対

馬
海
流
と
千
島
海
流
の
影
響
を
受

け
ま
し
て
、
一
年
を
通
し
て
暖
流

・
寒
流
の
豊
富
な
魚
類
が
生
息
し

て
い
る
好
漁
場
で
、
ホ
ッ
ケ
、
タ

コ
、
カ
レ
イ
類
な
ど
様
々
な
魚
種

が
水
揚
げ
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

近
年
の
海
水
温
の
上
昇
な
ど
、
環

境
変
化
の
影
響
か
ら
な
の
か
、
漁

獲
量
が
減
少
傾
向
と
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
町

で
は
、
水
産
資
源
の
増
大
と
資
源

保
護
を
図
る
た
め
、
ウ
ニ
、
ナ
マ

8



コ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
種
苗
生
産
や

中
間
育
成
、
種
苗
放
流
を
実
施
す

る
栽
培
漁
業
と
、
そ
の
海
域
や
魚

介
類
の
特
性
に
合
っ
た
魚
礁
を
設

置
す
る
漁
場
造
成
と
一
体
と
な
っ

た
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
を
継

続
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
な
ど
の

天
然
漁
場
に
お
い
て
は
、
資
源
の

維
持
保
全
の
た
め
の
適
正
な
漁
場

管
理
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
禁
漁

区
の
設
定
や
外
敵
の
駆
除
、
さ
ら

に
は
、
天
然
昆
布
の
増
産
対
策
と

し
て
、
新
た
な
漁
場
の
造
成
や
雑

海
藻
駆
除
に
よ
る
畑
作
り
、
繁
茂

状
況
調
査
な
ど
に
よ
る
適
正
な
漁

場
管
理
に
努
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
内
容
と
し
て
は
、
北

海
道
の
取
り
組
み
と
し
て
魚
礁
の

設
置
を
実
施
し
て
お
り
、
利
尻
根

周
辺
や
沓
形
、
仙
法
志
沖
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
漁
場
造

成
で
は
嵩
上
げ
礁
を
沓
形
栄
浜
沖
、

仙
法
志
神
磯
沖
に
造
成
し
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
と
漁
協
の
取
り
組

み
と
し
て
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
の
種

苗
生
産
や
、
中
間
育
成
、
放
流
事

業
の
実
施
、
新
規
の
人
工
種
苗
生

産
・
中
間
育
成
事
業
と
し
て
、
ワ

カ
メ
の
養
殖
試
験
や
各
種
人
工
採

苗
、
中
間
育
成
事
業
の
実
施
、
促

成
昆
布
の
種
苗
生
産
、
育
成
、
販

売
、
ヒ
ラ
メ
稚
魚
の
放
流
、
ま
た
、

藻
場
の
保
全
活
動
を
目
的
と
し
た

事
業
と
し
て
、
雑
海
藻
駆
除
の
実

施
、
海
藻
の
種
苗
投
入
、
昆
布
の

繁
茂
状
況
調
査
、
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ

の
密
度
管
理
な
ど
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
ナ
マ
コ
、
ア
ワ
ビ
種
苗

の
購
入
、
放
流
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
漁
場
の
育
成
管
理
等
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
さ
ら
に
継
続

し
て
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に

は
、
近
年
の
海
水
温
の
上
昇
に
備

え
て
、
ウ
ニ
の
陸
上
養
殖
や
新
し

い
養
殖
事
業
の
開
拓
、
魚
類
な
ど

の
人
工
ふ
化
放
流
な
ど
も
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
幸
い
、
若
い
漁
業
者
か

ら
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
養
殖
試
験
や
、

養
殖
昆
布
の
天
候
に
左
右
さ
れ
な

い
乾
燥
方
法
の
改
良
、
ま
た
、
魚

粕
の
製
造
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
漁
業
者
、

漁
協
と
共
に
、
急
速
に
変
化
し
て

い
く
環
境
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

今
後
の
資
源
管
理
に
は
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

中
川
原
議
員　

昨
年
7
月
か
ら
稚

内
開
発
建
設
部
と
利
尻
町
・
利
尻

富
士
町
・
利
尻
漁
協
に
よ
る
利
尻

昆
布
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
調
査

の
取
り
組
み
が
、
先
日
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
養
殖
昆
布
の
ロ
ー
プ
1

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
か
ら
の
二
酸
化

炭
素
吸
収
量
を
計
測
し
て
、
利
尻

島
沿
岸
地
域
に
お
け
る
そ
の
吸
収

量
が
年
間
23
・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

森
林
面
積
に
相
当
す
る
と
計
測
さ

れ
た
よ
う
で
す
。
ロ
ー
プ
1
メ
ー

ト
ル
あ
た
り
の
計
算
値
か
ら
、
利

尻
島
沿
岸
地
域
に
お
け
る
ロ
ー
プ

の
長
さ
を
か
け
る
と
、
計
測
す
る

年
間
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
は
53

・
9
ト
ン
で
、
東
京
ド
ー
ム
5
個

分
に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
ワ
カ

メ
や
そ
の
他
の
海
藻
が
、
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
生
態
系
の
価
値
を
増
大

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
お
答
え
で
、
藻
場
造

成
の
関
係
も
話
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
す
が
、
そ
の
環
境
価
値
が
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ボ
ン
の
約
2
倍
か
ら

3
倍
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
力
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

水
産
資
源
の
増
大
と
Ｃ
Ｏ
²
の
削

減
と
い
う
こ
と
で
、
一
挙
両
得
に

繋
が
る
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
考
え
方
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
藻
場
の
造
成

を
積
極
的
に
行
い
、
将
来
の
水
産

資
源
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
官
民
問
わ
ず

に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
の
資
源
の
維
持
確
保
の
た

め
に
、
現
在
は
水
産
物
供
給
基
盤

整
備
事
業
と
水
産
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
事
業
に
よ
っ
て
、
藻
場
の

保
全
と
海
藻
種
苗
の
投
入
、
そ
れ

か
ら
雑
海
藻
駆
除
、
ウ
ニ
・
ナ
マ

コ
等
の
人
工
種
苗
採
取
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
十
分
承

知
の
上
で
申
し
上
げ
る
わ
け
で
す

が
、
今
一
度
大
規
模
に
藻
場
造
成

を
行
っ
て
、
環
境
問
題
と
水
産
資

源
の
確
保
と
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の

有
意
義
な
利
用
を
両
得
で
き
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。

上
遠
野
町
長　

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

生
態
系
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
開

発
局
で
推
奨
し
て
い
る
事
業
で
す

が
、
引
き
続
き
調
査
に
協
力
し
、

組
合
等
と
も
十
分
協
議
を
し
な
が

ら
、
必
要
な
部
分
が
あ
れ
ば
支
援

し
な
が
ら
活
用
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

藻
場
の
造
成
に
つ
い
て
は
、
以

前
か
ら
チ
ェ
ー
ン
振
り
な
ど
の
方

法
で
藻
場
造
成
を
や
っ
て
き
た
経

過
が
あ
り
、
現
在
は
、
藻
場
の
再

生
事
業
と
し
て
機
械
で
雑
海
藻
駆

除
を
実
施
し
て
藻
場
の
造
成
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
法
は
、
道
内
で
も
先
進

的
な
方
法
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
天

然
昆
布
の
繁
茂
状
況
は
、
こ
こ
何

年
間
は
非
常
に
良
い
と
い
う
よ
う

に
聞
い
て
い
ま
す
が
、
採
取
す
る

段
階
で
天
候
や
海
の
状
況
に
よ
っ

て
採
り
残
し
て
い
る
状
況
が
、
こ

こ
何
年
間
続
い
て
い
る
よ
う
で
、

非
常
に
残
念
な
思
い
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

昔
は
磯
焼
け
現
象
に
よ
っ
て
藻

場
が
枯
れ
て
大
変
な
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
漁
業
者
の
皆
様

に
も
努
力
し
て
い
た
だ
き
、
海
藻

類
の
繁
茂
状
況
は
良
い
方
向
に
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
当
然
、
藻

場
の
造
成
に
は
、
漁
協
そ
れ
か
ら

漁
場
の
管
理
し
て
い
る
漁
業
者
な

9



ど
と
の
協
議
も
必
要
で
す
の
で
、

漁
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
藻

場
の
造
成
等
も
引
き
続
き
図
っ
て

い
き
た
い
で
す
し
、
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、
進

め
て
ま
い
り
た
い
で
す
。

中
川
原
議
員

わ
が
町
に
お
い
て
、

ウ
ニ
の
陸
上
あ
る
い
は
海
中
管
理

の
完
全
養
殖
を
目
指
し
て
、
将
来

の
藻
場
造
成
と
ウ
ニ
・
昆
布
類
の

今
後
の
安
定
供
給
を
連
携
さ
せ
て
、

こ
の
こ
と
で
漁
民
の
所
得
倍
増
と

い
っ
た
も
の
を
目
指
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
町
は
幸
い
に
し
て
、
ウ
ニ

の
採
苗
技
術
に
た
け
て
い
ま
す
の

で
、
大
規
模
な
研
究
開
発
を
積
極

的
に
行
っ
て
、
一
年
中
ウ
ニ
が
安

定
供
給
で
き
、
質
が
確
保
さ
れ
、

さ
ら
に
天
然
ウ
ニ
は
価
値
を
何
倍

に
も
膨
ら
ま
せ
て
、
価
格
の
決
定

権
も
浜
が
握
る
と
い
う
こ
と
を
目

指
す
べ
き
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

　

思
い
描
く
未
来
が
、
水
産
資
源

の
豊
か
な
自
然
を
保
持
し
て
、
環

境
に
も
優
し
く
し
た
た
か
に
生
き

る
こ
と
が
で
き
夢
の
持
て
る
未
来

と
な
る
よ
う
、
ウ
ニ
の
完
全
養
殖

7月16日（火）～8月31日（土）は夏季安全推進活動期間です

●海へ行く前にその日の気象海象をチェック
●釣り中や船に乗る際はライフジャケットを常時着用
●携帯電話等の連絡手段の確保
●海水浴場以外の一般海岸や遊泳禁止区域等では泳がない
●プレジャーボートに乗る際は発航前検査の確実な実施
●ＳＵＰやカヌー等に乗る際は基本的な知識・技能を身につける

海で安全にマリンレジャーを楽しむために次のことを守りましょう。

事故に遭ってしまった、または事故を見かけた場合は
海上保安庁直通の緊急ダイヤル「118」番、

「海のもしもは118番」にご連絡ください。

稚内海上保安部　交通課　☎0162－24－8810

な
ど
を
大
規
模
に
行
っ
て
、
豊
か

な
海
、
豊
か
な
町
の
実
現
に
進
む

べ
き
と
思
い
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

ウ
ニ
の
陸
上
飼
育

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
漁
業
に
お

い
て
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
中
川

原
議
員
が
お
話
し
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
こ
と
も
あ
わ
せ
て
、
今
後
は

研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

道
内
で
は
、
ウ
ニ
の
完
全
陸
上

飼
育
を
行
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る

と
い
う
話
し
も
聞
い
て
お
り
、
ま

た
天
然
の
ウ
ニ
よ
り
も
そ
の
価
格

が
高
い
と
の
認
識
も
し
て
い
ま
す

が
、
施
設
な
ど
の
整
備
や
漁
業
者

の
考
え
方
を
き
ち
ん
と
整
理
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
町
で
事
業
を
実

施
し
て
も
長
続
き
は
し
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
環
境
の
変

化
が
激
し
い
時
代
で
は
、
養
殖
事

業
は
併
用
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
く
時
代
が
来
て
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
研
究
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
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氏　　名 選出

識見
すが わら ひと し

令和３年12月20日～令和７年12月19日 代表監査委員菅　原　一　志

議選
なか らがわ きよし

令和４年10月11日～令和８年10月７日中川原　　　潔

任　　　期 備　考

監査委員制度
　監査委員は、地方自治法第195条第1項の規定により、地方公共団体が行政の公正と能率を
確保することを目的に設けられた機関で、町長の指揮監督を受けずに独立した立場で監査を
行います。
　監査等の実施にあたっては、地方自治の本旨に基づき、町の財務事務や事務・事業の執行
が、法令等に従って適正に行われているか、また、合理的かつ効率的に行われているかどう
かといった観点から監査を実施しています。
　定数は、地方自治法第195条第１項及び利尻町監査委員条例で２人と定めています。

監査委員の選任
　町長が議会の同意を得て、人格が高潔で行政運営に関し優れた識見を有する者１名（識見
監査委員）と議会議員のなかから１名（議選監査委員）を選任しています。また、地方自
治法第199条の3の規定により、識見を有する者から「代表監査委員」を選任しています。　
　任期は、識見選任委員が４年で、議員選任委員は議員の任期とされています。
　利尻町の監査委員は、次の２名です。

監査の種類と内容
⑴例月出納検査（地方自治法第235条の２第１項）
　会計管理者が管理する現金の出納保管状況及び町の財政支出の動態について、毎月検査を
実施します。
⑵決算審査（地方自治法第233条第２項及び地方公営企業法第30条第２項）
　町長から審査に付された決算書類等が法令に基づいて作成されているか、係数が正確であ
るか、予算の執行または事業の経営が適正かなどについて審査し、決算状況について分析し
ます。
⑶健全化判断比率等審査（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条及び第22条）
　町長から審査に付された健全化判断の各比率が関係法令等に基づき算定されているか、ま
た、算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実
施します。
⑷その他
　上記以外に地方自治法により定期監査、基金
運用状況審査、行政監査、財政援助団体等監査、
随時監査、住民監査請求監査などがあります。

●お問い合わせ
　利尻町監査委員事務局（議会事務局）　
　☎0163－84－2345（町代表）
　内線301、302

利尻町監査委員について

11
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ふるさと納税の返礼品
協力事業者を募集しています
ふるさと納税の返礼品

協力事業者を募集しています
　利尻町では、町の魅力発信と地場産業の振興を図るため、ふるさと納税制度により利尻町
へ寄附をいただいた方に対し、返礼品として町の特産品等を贈呈しています。
　返礼品を出品していただく取扱事業者は、下記の要件で随時募集しています。登録をご希
望される事業者の方はお問い合わせください。

◆事業者登録の主な要件
●本社、支社、事業所、工場等が利尻町内にある企業または個人事業者
●返礼品の提供が円滑かつ確実に実施されると見込まれる事業者
●返礼品の提供過程において事業者間の連携など町内の経済循環に努める事業者

◆返礼品登録の主な要件
●町内で生産、製造、加工が行われている商品
●町内で提供されるサービス
●町の魅力を発信し、地域の活性化につながる要素をもつ返礼品

◆事業者登録のメリット
●ふるさと納税ポータルサイト等への商品掲載で、全国に向けた
　　商品宣伝ができます。
●返礼品を寄附者に贈呈することで販路拡大につながります。

【お問合せ先】利尻町役場総務課 企画振興係　☎84－2345

駐 在 所 だ よ り駐 在 所 だ よ り
旭川方面稚内警察署　沓形駐在所 所長

警部補 太 田 貴 之 さん
おお ゆきた たか

　本年４月１日付で北海道警察本部捜査第一課から異動して参りました。
　制服を着て勤務するのは、十数年振りであり緊張しておりますが、地
域の皆様が安心安全に暮らせるように最善を尽くしますので、よろしく
お願いいたします。

　去る４月15日、永年にわたり利尻町保健推
進員として保健福祉の向上に多大な貢献をさ
れた菅原淑子様へ、その功績に感謝の意を表
し、利尻町感謝状を授与いたしました。

利尻町感謝状利尻町感謝状

利尻町沓形字蘭泊　菅原淑子 様利尻町沓形字蘭泊　菅原淑子 様



　雪どけとともに、海岸や林道などに捨てられた一般ごみやリサイクル家電の不法投
棄が発見されています。
　ごみの不法投棄は犯罪ですので絶対にやめましょう。不法投棄を発見した場合には、
警察と連携ししかるべき対応をとります。

　役場では不法投棄をなくすために監視を強化します。
　　①啓発看板の設置
　　②監視カメラの設置
　　③巡回パトロールの実施

　不法投棄やその行為を発見した場合は、速やかに役場町民課または、お近くの駐在
所までご連絡を頂きますようお願いいたします。

この写真は、今年になり林道沿いで発見された不法投棄です。

◎不法投棄の防止
　不法投棄は、美観を損なうだけでなく悪臭など日常生活にも悪影響を及ぼす恐れが
ある許しがたい行為です。
　不法投棄されたごみは、その大半が分別すれば処理できるような家庭ごみや法律で
リサイクルが義務づけられている廃家電製品（テレビ・冷蔵庫・洗濯機など）です。
　分別ポスターを確認し、適切にごみを処理しましょう。

◎ごみの不法投棄を行った場合、罰則（懲役・罰金）の対象となります
　罰則　　個人～５年以下の懲役もしくは１千万円以下の罰金。またはその両方。
　　　　　法人～３億円以下の罰金。

　利尻町は、豊かな自然や美しい景観に恵まれています。私たちはこの
環境を守り育て、そして次の世代に伝えていく責任があります。
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　病院職員は普段どんな１日を過ごしているか？皆様にはなかなか想像がつかないかもしれま
せん。このコーナーでは病院で働くスタッフの1日ついてご紹介します。

　日常の業務の他に診療報酬請求業務（毎月月末～翌月10日まで）を行います。
◆診療報酬請求業務とは、患者さまがお持ちの健康保険証の保険者へ診療報酬を請求する業
　　務です。
　　例えば、医療費３割負担の患者さまであれば、３割分は患者様が支払い、残りの７割を保
　　険者へ請求するための業務です。

　その他、業務の合間にいろいろな業務にも対応しています。
•入院精算業務
•請求書送付
•労災、公務災害、自賠責、生活保護の手続きや書類作成業務
•介護保険業務
•在宅酸素療法や在宅持続陽圧呼吸療法の手続き対応
•診療報酬入金業務
•消耗品などの物品発注業務
•納品物品の整理や各部署への物品払い出し業務

8:15
出勤

8:20
午前業務開始

医事係は３名のスタッフで対応しています。
・患者さまの外来受診受付業務
・診療終了後の会計精算業務
・会計窓口業務
・患者さまの問い合わせ対応業務

13:00
午後業務開始

昼休み
患者さまの診察が終わるまでは会計精算担当が残って対応します。12:00

16:30 会計締め業務

基本的に午前の業務内容と同じですが、ワクチン接種受付対応や
学童受診受付対応も行います。

17:00
業務終了

14

「病院のお仕事」第11回  医事係の仕事「事務部医事係」
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　訪問看護と言われても何をしてくれるの？と思われるでしょう。
　今回は訪問看護ってどんなことをしているか紹介させていただきます。

こんなお悩み・不安
ございませんか？

　訪問看護サービスを受ける場合は、介護保険認定されている方、医療保険をお持ちの
方（対象となる疾患の診断のある方）が対象となります。

　何かお困りの方、一度相談してみたい方は
訪問看護やすらぎまで。

利尻島国民健康保険病院組合　
訪問看護ステーション　やすらぎ
お問い合わせ　電話：（0163）84－3399

●全身状態の管理・病状の観察を行います
●入浴の介助・身体清拭、手浴・足浴、爪切り、口腔ケアなどお手伝いし
　ます
●本人・家族と相談し忘れず薬が飲めるよう工夫します
●便が出やすくなるように支援します

退院したけど、病気や治療のことが心配…
薬の飲み忘れが多くて…
体力がなくなって一人でお風呂に入れない…
薬を飲んでいるけど便が出なくて困っている…

訪問看護と言われても何をしてくれるの？と思われるでしょう

こ訪問看護ってなあに？訪問看護ってなあに？

看護師がサポートします！

●自宅でも安心して療養・生活できるよう、ご自宅へ訪問し看護提供いた
　します
●夜間・休日問わず、365日24時間対応いたします
●最期まで自宅で過ごせるように、医師と看護師と協力しお手伝いします
●家族の不安やストレスの相談に対応します

病気になっても住み慣れた自宅でゆっくりすごしたい…
最期まで自宅で過ごさせてあげたいけど、
　　　　　　　　　　　病気が急に悪くなったら不安…
自宅で家族の介護ができるの…？

訪問看護ステーションが解決します！

床ずれ

難病

認知症
がん
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　肺がんの罹患数は、2018年には約12万3000人（男性約8万2000人、女性約4万1000
人）が肺がんと診断されています。男性が女性の約２倍多く、40歳ころより罹患率も高
くなり、60歳以降になると急激に増加します。
　肺がんでの死亡率も高まり、2020年には約7万5600人（男性で約5万3200人：死亡
率第１位・女性で約2万2300人：死亡率第２位）が肺がんで亡くなっています。５年生
存率も小細胞肺がんの場合、ステージⅠ：44.7％・ステージⅡ：31.2％・ステージⅢ：
17.9％・ステージⅣ：1.9％と、早期発見し治療を開始することで生存率も高くなって
いきます。
　一般的な肺がん検診は、胸部レントゲンや喀痰検査で行われています。胸部レントゲ
ンは、骨や心臓などとの重なりにより肺がんを見つけにくいこともあります。喀痰検査
も、がんの発生部位や検体の取り方によりうまく診断できないこともあります。
　そこで近年、任意での低線量肺がんＣＴ検診を受けられる方が増えてきています。通
常の胸部ＣＴの半分ほどの被ばくで検査が可能となり、数㎜程度の小さながんの発見も
可能となります。検査時間も５分ほどで終わります。
　以下の方にお勧めします。
•40歳以上の方
•喫煙指数（1日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の方
•受動喫煙の心配がある方
•血縁者に肺がんの人がいる方

　デメリットとしては、
•人体に影響はない量ですが、被ばくを伴う

肺がんは早期発見がとても重要です
　低線量肺がんCT検診を希望の方は、ご連絡ください。

　６月からシーズンが始まった利尻島のウニ（ノナ）！
　とても濃厚で美味しいウニですが、トゲには注意が必要です。
　ウニのトゲは砕けやすいため、家庭用の針などで取ろうとする
と細かくなり、より深く入り込んでしまうことがあります。
　また、ウニのトゲが皮膚に残ったまま放置すると、骨や神経に
食い込み炎症を起こす恐れがあるので注意が必要です！
　トゲが刺さった場合は、早めの受診をお勧めします。

低線量肺がんCT検診低線量肺がんCT検診
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　令和６年３月26日に第７回院内研修発表会を開催しました。
　この院内研修発表会は、

　①発表を通して、院内各部署の取り組みを全職員が理解し、当院の現状や課題を共
　　有する。そして島民への更なる質の高い医療の提供のあり方や実践方法について
　　考える機会とする。
　②島唯一の病院としての当院の活動を院外に発信することで、当院への理解と協力
　　を得る機会とする。
　③院外の多職種に参加してもらうことで、今後の医療・介護・福祉・行政といった
　　地域連携推進を図る場とする。

という３つの目的のもと毎年行っておりました。コロナ禍であり開催を控えておりま
したが、５年ぶりに開催することができました。
発表では、５名の演者が自部署の取り組みと課題についてスライドを使用し10分
ほどで発表を行いました。内容は、患者様へより良いサービスを提供できるために取
り組んでいること、安全安楽を守るための取組み、病院運営をも考えられた新しい検
査の導入について、医師や看護師が常に切磋琢磨しながら医療の質を維持またはアッ
プデートできるよう研修を開催していること、島民の未来までを考えた病院運営、今
後の病院のみならず多職種連携についての発表があり、非常に内容の濃い院内研修発
表会となりました。
　この度の院内発表会においては、組合長はじめ・両副町長、両町の議員の方々、島
内の医療関係職の方々、当院の職員とたくさんの方たちに参加していただき、当院や
島の現状、当院の取り組みや今後の課題などについて知っていただく、また、共有し
ていただく貴重な時間となりました。

第7回院内研修発表会を開催して
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　地域包括支援センターは、高齢者が住み慣れた地域でいつまでも健やかに安心して生
活できるように、高齢者ご本人やそのご家族をサポートする身近な相談窓口です。日常
生活の中で、わからないこと、不安なこと、困っていることなどがありましたら、お気
軽にご相談ください。

　利尻町では、北海道内の専門医療機関への、難病等の治療のための通院にかかる交通費と
宿泊費を一部助成しています。

相談できる日

センターの場所

対 応 す る 人

相談できること

連　　絡　　先

平日の８時30分～12時、13時～17時15分（祝日除く）

利尻町役場の中の１階　保健課の中にあります

保健師・介護支援専門員・社会福祉士が対応いたします

介護予防、認知症、介護保険、虐待、心の健康（うつ、アルコ
ール等）のこと等

一般電話　　　　84－2345（利尻町役場代表）
知らせますケン　84－0154・84－0122・84－0125

地域包括支援センタタ は 高齢者が住み慣れた地域でいつまでも健やかに安心して生タ は

地域包括支援センター地域包括支援センター

難病者等の通院交通費等を一部助成します難病者等の通院交通費等を一部助成します

○助 成 対 象 者　下記に該当する方（利尻町民で、町税等の滞納がない方）
　　　　　　　　　　①難病等の認定を受け「特定疾患受給者証」「特定医療費受給者
　　　　　　　　　　　証」「小児慢性特定疾患医療受給者証」の交付を受けている方
　　　　　　　　　　②「先天性血液凝固因子障害医療受給者証」の交付を受けてい
　　　　　　　　　　　る方
　　　　　　　　　　③腎臓機能障害を更正するため、人工透析療法による医療を受
　　　　　　　　　　　けている方
○対 象 交 通 費 等　フェリー、JR、都市間バス、航空機、宿泊費
○助　　 成 　　額　①フェリー：全額
　　　　　　　　　　②JR、都市間バス、航空機：３分の２
　　　　　　　　　　③宿泊費：２分の１（１泊9,000円を上限に２泊まで）
○申請に必要なもの　通院証明書、交通費および宿泊費のチケット・領収証

※助成を受けるためには通院証明書が必要です。
専門医療機関を受診する際は、事前に保健課保健係にて
用紙等をお受け取りになってから受診してください。
詳しくは、保健課保健係（84－2345）
までお問い合わせください。



●支給対象者は…中学校を卒業するまでの児童と生計を同じくする、父または母となります。
　　　　　　　　父母と別居している場合は、児童と同居している養育者に支給されます。
　　　　　　　　※所得制限があります。
　　　　　　　　※公務員は、勤務先から支給されます。
●手当額は………３歳未満の児童　　　　　　　　　　　　　　月額 15,000円　
　　　　　　　　３歳以上小学校修了前の児童　第１・２子　　月額 10,000円　
　　　　　　　　３歳以上小学校修了前の児童　第３子　　　　月額 15,000円　
　　　　　　　　中学生　　　　　　　　　　　　　　　　　　月額 10,000円　
　　　　　　　　特例給付（所得制限世帯）　　　　　　　　　月額 5,000円
●支給月は………原則として 年3回（6月、10月、2月）に、それぞれ前月分までが支給されます。

※上記は現行の制度について記載しております。児童手当の制度改正は令和６年10月分から実施します。
　その際、支払月を年３回から年６回（偶数月）とし、改正後の初回支給は令和６年12月になります。
　また、制度改正の詳細については、後日広報りしりにてご案内いたします。

児 童 手 当

「児童手当」「児童扶養手当」「特別児童
扶養手当」についてご案内いたします！
「児童手当」「児童扶養手当」「特別児童
扶養手当」についてご案内いたします！
「児童手当」「児童扶養手当」「特別児童
扶養手当」についてご案内いたします！

●主な
　支給対象者は…離婚等により、ひとり親家庭で生活している児童（18歳到達後の最初の3月31日までの間
　　　　　　　　にある児童、心身に障害がある場合は20歳未満）を養育している父、母または養育者に支
　　　　　　　　給されます。
　　　　　　　　ただし、支給を受けるためには前年の所得が一定額未満でなければならず、その所得額に
　　　　　　　　より「全部支給」「一部支給」「支給停止」のいずれかに決定されます。
　　　　　　　　※父子家庭の場合も支給対象となります。
　　　　　　　　※養育費を受けている場合は、その年額の8割相当分も所得に加算されます。
　　　　　　　　※児童が一定年齢に達すると資格は喪失しますが、父・母の再婚（内縁関係含む）により、
　　　　　　　　　その配偶者に養育される場合も資格は喪失します。（父・母が重度の障害にある場合を
　　　　　　　　　除く）
●手当額は………全部支給　月額　45,500円
　　　　　　　　一部支給　月額　所得に応じて月額 10,740円から45,490円まで10円きざみの額
　　　　　　　　※児童が2人の場合は、第2子全部支給の場合は10,750円、第3子以降は1人につき、6,450
　　　　　　　　　円が加算されます。
　　　　　　　　※一部支給の場合は、所得に応じて、3,230円から6,440円までの額に決定されます。
●支給月は………原則として５月、７月、９月、11月、１月、３月にそれぞれ前月分までが支給されます。

児童扶養手当

特別児童扶養手当

◎手当を受けるためには認定請求をしなければなりません。また、支給要件についても各家庭状況により
　異なります。
　くわしくは、利尻町役場町民課福祉係　電話 84－2345　または、IP電話 84－9019　までお問い合わ
　せください。

●主な
　支給対象者は…身体や精神に障害（この制度で定める1級、2級の障害の状態）のある20歳未満の児童を
　　　　　　　　養育している父母、または養育者に支給されます。ただし、前年の所得が一定額以上の場
　　　　　　　　合は、所得制限により支給されません。（支給停止）
●手当額は………対象児童１人に対し　１級で月額 55,350円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２級で月額 36,860円
●支給月は………原則として4月、8月、12月にそれぞれ前月分までが支給されます。
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こども虐待を知っていますか？こども虐待を知っていますか？

20

　利尻町では、妊産婦や子ども、子育て家庭に対する支援
を一層充実させるため、児童福祉法の改正により、令和６
年４月から「こども家庭センター」を役場保健課内に設置
しました。すべての妊産婦、子育て家庭、子どもを対象に、
切れ目のない相談・支援を行います。妊娠・出産・子育て
　　　　　　期に関するさまざまなお悩みをご相談ください。相談される内容
　　　　　　により、保健師や社会福祉士などの専門職が対応します。

　　　　　　【開設時間】月～金の８：30～17：15
　　　　　　　　　　　　　（土日祝祭日はお休みです）

こども家庭センターを設置しました

相談・連絡を行った方の秘密は守られます

～あなたのおかげで救われるこどもがいます～

虐待はこどもの身体の成長や心の発達に影響を与えるとされています

　　　　　　
　　　　　　

　　　　　　
　　　　　　

連絡先：0163－84－2345
利尻町役場 １階保健課内 こども家庭センター

殴る、蹴る、やけどを
負わせる　など

無視、こどもの目の前
で家族に対して暴力を
　　　ふるう　など

性的行為を見せる、性
器を触る又は触らせる
　など

食事を与えない、必要
な医療を受けさせない
　など



令和6年度自衛官等採用試験のご案内
●9月自衛官候補生
〔資　　格〕18歳以上32歳以下の方
　　　　　　（32歳の方は採用予定月の末日現在、33歳に達していない方）
〔受付期間〕７月１日～９月３日
〔試験期日（筆記）〕９月21日～９月25日の内１日（都合の良い日にWEBから受験）
〔口述・身体検査〕9月27日
〔試験会場〕受付時にお知らせします。

●第2回一般曹候補生（1次）
〔資　　格〕18歳以上32歳以下の方
　　　　　　（32歳の方は採用予定月の末日現在、33歳に達していない方）
〔受付期間〕７月１日～９月３日
〔試験期日〕９月18日
〔試験会場〕受付時にお知らせします。

●航空学生（1次）
〔資　　格〕
　　海要員…18歳以上22歳以下の方（高卒者（見込含）又は高専3年次修了者（見込含））
　　空要員…18歳以上23歳以下の方（高卒者（見込含）又は高専3年次修了者（見込含））
〔受付期間〕７月１日～９月５日
〔試験期日〕９月16日
〔試験会場〕受付時にお知らせします。

●防衛大学校（1次）
〔資　　格〕
　　推薦…18歳以上20歳以下の方、高卒（見込含）又は高専３年次修了者（見込含）で成績
　　　　　優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績を修め、学校長が推薦できる方
　　総合選抜・一般…18歳以上20歳以下の方、高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見
　　　　　込含）
〔受付期間〕推薦・総合選抜…９月５日～９月９日
　　　　　　一般………………７月１日～10月17日
〔試験期日〕推薦………………９月21日又は９月22日
　　　　　　総合選抜…………９月21日
　　　　　　一般………………11月2日
〔試験会場〕受付時にお知らせします。

●防衛医科大学校（医学・看護）1次
〔資　　格〕
　　医学…18歳以上20歳以下の方、高卒者（見込含）又は高専3年次修了者（見込含）
　　看護…18歳以上20歳以下の方、高卒者（見込含）又は高専3年次修了者（見込含）
〔受付期間〕医学…７月１日～10月９日
　　　　　　看護…７月１日～10月２日
〔試験期日〕医学…10月19日
　　　　　　看護…10月12日
〔試験会場〕受付時にお知らせします。
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【お問い合わせ先】自衛隊稚内地域事務所　　☎0162－33－1227
　　　　　　　　　利尻町役場総務課総務係　☎0163－84－2345



　地震発生の瞬間は適切な判断が難しいので最優先で自分の命を守ることが大事になります。

最大震度が５弱以上と予想された場合に、
震度４以上が予測される地域を対象に緊
急地震速報が発表されます。

揺れた瞬間、緊急地震速報でシェイクア
ウト

「家族を待った方が良いのかも・・・」
　　　　「1人で逃げるのは心細い・・・」
　　　　　　 と避難するための判断に迷っている間に津波は近くに到達します。

5月26日（日）に仙法志地区を主対象とした防災訓練を実施しましたが・・・
その時の行動を振り返ってみてください！！

★「つなみてんでんこ」・・・聞いたことがありますか？

【緊急地震速報】

5月26日（日）に仙法志地区を主対象とした防災訓練を実施しましたが

「起きてから」じゃ遅い！
 「その時」のために備えておきたい！
「起きてから」じゃ遅い！
 「その時」のために備えておきたい！

詳しくは「利尻町の防災」9から13、90～92ページをご覧ください。

1　地震…いざ…その行動

まず低く 頭を守り
シェイクアウト

動かない

　強い地震（震度４程度以上）を感じたとき、または弱い地震であっても長い時間ゆっくり
とした揺れを感じた時は、直ちに海浜から離れ急いで高台などの安全な場所へ避難して「身
の安全」を守ってください。

〈参考〉※ 利尻島では、5ｍを超えるくらいの津波が想定されています。
　　　　※ 北海道南西沖地震（平成5年）では、地震発生から4分から5分で津波が到達
　　　　　 しました。

　東日本大震災では、家族を迎えに行ったり、車での避難で渋滞に巻き込まれて津波の被害
に遭った方が多くいます。
　まずは、自分の命を優先して、「てんでばらばら」に逃げる。普段の日常の中で、もしも
の時はそれぞれ高い所に逃げて、その後に再会する場所を家族間で決めておくことも大事な
ことになります。

2　津波…いざ…その行動
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■地震・津波に備えて

空振り覚悟で、とにかく直ぐに、一歩でも高いところ
に避難　➡　津波警報が解除されるまで高い所にとど
まるようにしてください。

【高台への避難】
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　気象庁では、アメダスや気象衛星の観測データ等を基に解析した面的データを「デジタル
アメダス」と呼んで、任意の地点の気象データをピンポイントで把握可能な面的データの利
活用の促進に取り組んでいます。
　この一環として、令和６年４月から「デジタルアメダスアプリ」を北海道を対象に先行公
開してデジタルアメダスをご利用いただき、利活用状況やニーズを把握する取り組みを進め
ていますので、ご自身のスマホに入れてご活用ください。

　アプリで閲覧いただける面的データは、天気・気温・降水量・日照
時間・積雪深・降雪量・雷の動き・地上風・雨雲の動きです。この他、
気温・降水量・日照時間の過去データや積算値、海面水温や表層水温、
波浪などの海洋データ等も閲覧いただけます。

『デジタルアメダスアプリ』

デジタルアメダスの取組概要

■防災情報のオススメアプリ紹介について

iOS AndroidA



国民の森林・国有林 令和6年6月令和6年6月

利尻森林事務所
 鴛泊治山事業所たより

発行：宗谷森林管理署 利尻森林事務所・鴛泊治山事業所
　　　〒097－0101
　　　北海道利尻郡利尻富士町鴛泊字栄町195－1
　　　TEL＆FAX 0163－82－1529

令和６年度下刈予定箇所

図：林道の位置図

令和６年度 事業予定令和６年度 事業予定
　今年度の事業予定をお知らせいたします。（※変更・中止となる場合があります）

森林整備事業
●下刈　　　　　 7.43ha ●作業道刈払い 5,800m
●防火線刈払い　11.55km　 ●歩道刈払い　28,279m

治山事業
　〇工事関係
　　●ヤムナイ沢治山工事
　　●深内沢治山工事
　　●アフトロマナイ川治山工事

　〇測量関係
　　●深内沢治山工事実施測量及び設計業務

鴛泊治山事業所より鴛泊治山事業所より
治山事業実施に伴う林道の通行規制
　　現在、保安林機能向上を目的に治山事業を実施し、
　２路線の林道を資材搬入路として使用しております。
　工事車両が出入りしていることから安全のため、関
　係者以外の立ち入りをお控え下さいますよう、お願
　い申し上げます。なお、対象の林道入口には、通行
　規制を行う旨の内容を記載した看板を設置しており
　ます。
　　通行規制期間の変更等が生じた場合は「利尻森林
　事務所・鴛泊治山事業所たより」で随時お知らせし
　ます。
　　対象路線は以下のとおりです。
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●ヤムナイ沢運搬路
　　通行規制対象工事：ヤムナイ沢治山工事
　　通行規制期間　　：令和6年11月29日まで
●石崎沢運搬路
　　通行規制対象工事：アフトロマナイ川治山工事
　　通行規制期間　　：令和7年2月21日まで

通行規制の対象の林道通行規制の対象の林道



利尻町定住移住支援センター

今回は利尻町に暮らし続けるための相談
「定住相談」についてご紹介します！

今、利尻町に暮らしている皆さんが、これからも利尻町で暮らし続けたいと思えるよう
住まいや仕事、日々の楽しみかたなど、暮らしにまつわる様々なお困りごとを一緒に
解決していきませんか？島での暮らしをより良くするお手伝いができたら嬉しいです。

定住相談って何するの？

ご相談方法
手続き等はございませんので、ご相談内容を以下の方法にてお伝えください。

相談内容や混雑状況、ご要望によっては半個室
スペースでの相談も対応可能です。
※相談中に知り得た個人情報は相談対応以外では、一切使用いたしません。

相
談
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

お
気
軽

利
用

だ
さ
い
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出動件数　火災0件　救急52件 （令和6年5月23日現在）

消防だより消防だより NO.458

「火を消して  不安を消して  つなぐ未来」
消防だより

　４月20日に利尻町少年消防クラブの入
部式を行いました。今年は例年より多い
24名のクラブ員が入部しました。防火夜
回りなど様々な活動で町民の皆さんに火
災予防の啓発を行っていきます。
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少年消防クラブ入部式少年消防クラブ入部式

　春の火災予防運動に伴い、４月26日に
少年消防クラブ防火夜回りを実施しまし
た。クラブ員が拍子木を叩きながら町内
を巡回し、火の用心を呼びかけました。

少年消防クラブ防火夜回り少年消防クラブ防火夜回り

　４月22日に春の火災予防運動に伴う車
両パレードを実施しました。消防車両９
台が町内を行進し、防火意識の普及啓発
を図りました。　

火災予防車両パレード火災予防車両パレード

　５月12日、消防団員53名が参加し、利
尻町消防団消防演習が沓形地区で実施さ
れました。
　模擬火災出動訓練のほか、式典では表
彰状の伝達を行いました。
　また、当日は雨天の中、町民皆様から
のあたたかいご声援をいただき、消防演
習を無事に実施することができました。

利尻町消防団消防演習実施！利尻町消防団消防演習実施！



家 愛 今回は、1人のお友達
を紹介するよ！

あい

や

いつも元気なれいちゃん。
これからもニコニコ、
すくすく成長してね。
家族みんな、れいちゃんのことが
大好きだよ。

父：パトリック　母：真由美

トンプソン玲良 ちゃん（4さい）トンプソン玲良 ちゃん（4さい）

れい ら

特別養護老人ホーム「ほのぼの荘」から
ご報告とお礼を申し上げます
特別養護老人ホーム「ほのぼの荘」から
ご報告とお礼を申し上げます
●この度、ほのぼの荘では、備品の老朽化に伴い、「特別養護老人ホーム備品基金」を
　活用して、『歩行補助車』『ベッドサイドテーブル』を整備させていただきました。

　ほのぼの荘では、備品購入資金としていただきましたご寄附は「特別養護老人ホーム
備品基金」に積み立て、施設に必要な備品を購入する財源として必要に応じて活用させ
ていただいております。当施設に対する金品の寄附、またボランティア訪問など、皆様
の日ごろからの温かな善意に対しまして、あらためて感謝を申し上げます。

《歩行補助車》 《ベッドサイドテーブル》
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【お父さん・お母さんから】】



【まちの人口】 　1,839人　  世帯数 1,023世帯 　　男 916人　  女 923人  （令和6年5月23日現在）

発行：利尻町役場　編集：総務課企画振興係　印刷：㈱国境
TEL 0163－84－2345　　FAX 0163－84－3553
利尻町公式ホームページ http://www.town.rishiri.jp/
Eメール kikaku@town.rishiri.hokkaido.jp
（広報りしりに関するご意見ご要望は上記E-mailアドレスまでお寄せください。）

ぴ い ぷ るぴ い ぷ るぴ い ぷ る
（戸籍の動き） 2024年5月23日現在

泉　町　　 　平　山　翔太郎 さん　　　　　　　前　田　麗　菜5月7日 　

おめでとうございます！
さん

よせられ た 善 意 ●
【一般寄附】
　◆利尻電業株式会社
　　　代表取締役　大沼百合子 様より
　　　　一金　1,000,000円
ご厚志に対し厚くお礼申し上げます

　歯科の二大疾患である「むし歯」と「歯周病」はどちらも生活習慣病と言われています。
また「歯周病」と「糖尿病」は、相互に作用し悪循環を招きます。不規則な食生活を避け、
口の中を清潔にして細菌の数を減らすことが、誤嚥性肺炎やウイルス性疾患の予防にもつな
がります。「口腔ケア」には、自分で毎日行うセルフケアと、歯科医師や歯科衛生士などの
専門家が行うプロフェッショナルケアがあり、２つが合わさって、はじめて効果の高い予防
が可能になります。ぜひこの機会に歯科健診を受けましょう。（引用：北海道歯科医師会）　　

※利尻町では、18歳以上の方について町内の歯科診療所に限り200円で
　年に１回健診を受けることができます。健診では、むし歯・歯周病の
　有無、歯の汚れ・歯石の状況等を診てもらうことができます。ご希望
　の方は、役場保健指導係にて料金をお支払後、受診券を発行しますの
　で、窓口までお越しください。　
　　　　　　　　お問い合わせ先：役場保健課保健指導係（84－2345）

令和6年度標語
　【歯を見せて　笑える今を　未来にも】
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（戸籍の動き） 2024年5月23日現在

【一
　◆

はじめまして！ ベイビー
おめでとうございます！

5月8日  中 村 芽 依ちゃん
日出町〔中村 峻也・知里〕

いめ


